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令和６年度決算

こんなことが決まりました
議案などの審議結果

一般質問
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234億3160万円

【一般会計歳出額】

１年に使ったお金

どうなった？令和６年度

92.9億円

32.9億円

教育費

10.3%

24.0億円

13.9億円

11.3億円

8.7億円

6.9億円

23.8億円

19.9億円 一般会計
歳出

民生費

39.6%

社会福祉や高齢者福祉、
児童福祉など

総務費

14.1%

全般的な管理事務、
税務、戸籍、選挙など

土木費

10.2%

道路や公園の整備、
維持管理など

衛生費

5.9%

保健衛生や
環境保全など

その他

2.9%

議会費や
商工費など

公債費

8.5%
市債の返済や利子

消防費

4.8%
消防や災害対策

農林水産業費

3.7%
農業振興など

学校教育や
生涯学習、文化・
スポーツ振興など

247億1886万円

【一般会計歳入額】

１年に入ってきたお金

みんなのお金の使い道

実質収支11億9237万円の黒字

一般会計の歳入から歳出を引いた差引額は、 12億8726万円

その額から翌年度への繰越財源を差し引いた

市税
29.3%

72.3億円

地方交付税
21.1%

52.1億円

国庫支出金
17.6%

県支出金
7.1%

市債
6.7%

43.５億円

地方消費税
交付金
5.3%

13.2億円

繰越金4.7%

11.7億円

その他5.９%

14.6億円

諸収入2.3%

5.6億円

17.7億円

16.5億円
一般会計

歳入

令和7年第3回定例会では、 市

長から令和６年度の決算が提出さ

れました。

令和６年度は、 国による物価高

騰対策として低所得者支援及び定

額減税補足給付金事業などを実施

しました。

一般会計総額は、 歳入歳出とも

に前年度と比べて増加となり、 歳

入歳出差引額から翌年度への繰越

財源を差し引いた実質収支は、 11

億9237万円の黒字決算となりま

した。

決算の審議は、 ９月11日、 12

日、 16日の３日間にわたり、 各常

任委員会で行いました。その結果、

令和６年度の決算を全て認定しま

した。
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令和７年第２回臨時会・第３回定例会

こんなことが決まりました
賛否が分かれた議案等

令和７年第２回臨時会は７月25日（金）の１日間、
第３回定例会は、９月２日（火）から22日（月）までの21日間行いました。
第２回臨時会

 市長提出案件� ４件
 請願・陳情� ０件
 議員提出案件� ０件

第３回定例会
 市長提出案件� 16件
 請願・陳情� ３件
 議員提出案件� １件 令和７年定例会・臨時会HP

議案等番号 議　案　等　名 結果

報告
13 ～ 15

専決処分について（損害賠償請求に
関する和解及び損害賠償の額の決定） ー

議案等番号 議　案　等　名 結果

議案51 令和７年度那珂市一般会計補正予算
（第３号） 可 決

議案等番号 議　案　等　名 結果

報告16
令和６年度決算に基づく地方公共団
体の財政の健全化に関する法律によ
る健全化判断比率の状況について

ー

報告17
令和６年度決算に基づく地方公共団
体の財政の健全化に関する法律によ
る資金不足比率の状況について

ー

報告18 令和６年度那珂市一般会計継続費精
算報告書について ー

議案52 那珂市印鑑条例の一部を改正する条
例 可 決

議案53 那珂市在宅心身障害者（児）福祉手
当支給条例の一部を改正する条例 可 決

議案54
那珂市企業職員の給与の種類及び基
準に関する条例の一部を改正する条
例

可 決

議案55 那珂市乳児等通園支援事業の設備及
び運営に関する基準を定める条例 可 決

議案56 令和７年度那珂市一般会計補正予算
（第４号） 可 決

議案57 令和７年度那珂市介護保険特別会計
（保険事業勘定）補正予算（第１号） 可 決

議案58 建設工事請負契約の締結について 可 決

議案等番号 議　案　等　名 結果

議案59 権利の放棄について 可 決

議案60 令和６年度那珂市各種会計歳入歳出
決算の認定について 認 定

議案61 令和６年度那珂市水道事業会計決算
の認定について 認 定

議案62 令和６年度那珂市下水道事業会計決
算の認定について 認 定

議案63 人権擁護委員の推薦について 同 意

議案64 建設工事請負契約の締結について 可 決

発議２ 那珂市議会政務活動費の交付に関す
る条例の一部を改正する条例 可 決

請願４
学校外民間施設利用者への利用料金
一律補助の実現を求める請願
不登校親の会　Smile Cafe

趣 旨
採 択

請願５
教職員定数改善と義務教育費国庫負
担制度堅持のための政府予算に係る
意見書採択を求める請願
茨城県教職員組合

採 択

陳情５ 委員会等の映像配信を求める陳情
根本　慎介

趣 旨
採 択

議案等の審議結果

※請願第４号は、令和７年６月定例会から継続審査となっていたものです。
※趣旨採択…請願・陳情に対する議会の意思決定は「採択」か「不採択」しかありませんが、請願・陳情について願

意は妥当であるが、実現の面で確信が持てないといった場合などに採られる決定の方法。

※月一定時間までの利用可能枠の中で、時間単
位で柔軟に利用できます。 

議案第55号 那珂市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

生後６か月から満３歳未満の子どもが、保護者の就労に関係なく
時間単位で通園できる新制度

地域課題が多様化する中で議員の調査研究
活動を充実させることを目的に、令和８年度
から一人当たりの政務活動費を月額１万円か
ら２万円に変更します。

この費用は議員個人が自由に使えるお金で
はなく、使い道は条例で厳格に定められてお
り、毎年報告・公開されています。

発議第２号 那珂市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例

政務活動費の金額を変更

※陳情第５号は、趣旨採択とすることについて、賛成・反対を諮
はか

ったものです。

賛否が分かれた議案等
※議長（木野広宣議員）は

採決に加わりません

〇…賛成　×…反対

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

結果
榊
原
　
一
和

桑
澤
　
直
亨

原
田
　
悠
嗣

木
野
　
広
宣

鈴
木
　
明
子

渡
邊
　
勝
巳

寺
門
　
　
勲

小
池
　
正
夫

小
宅
　
清
史

大
和
田
和
男

冨
山
　
　
豪

花
島
　
　
進

寺
門
　
　
厚

萩
谷
　
俊
行

笹
島
　
　
猛

君
嶋
　
寿
男

遠
藤
　
　
実

福
田
耕
四
郎

議案第55号
那珂市乳児等通園支援事業の設備及
び運営に関する基準を定める条例

〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第63号
人権擁護委員の推薦について 〇 〇 〇 － 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

陳情第５号
委員会等の映像配信を求める陳情 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 趣旨

採択
令和７年第２回臨時会

令和７年第３回定例会

子ども・子育て支援法等の改正により、生
後６か月から満３歳未満で保育所等に通って
いない子どもを対象に、保護者の就労状況に
関係なく、時間単位で柔軟に利用できる新し
い通園制度「こども誰でも通園制度（乳児等
通園支援事業）」が創設されました。令和８
年度からの事業開始を見据え、条例を制定し
ます。
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Ｐ７	 鈴木　明子 議員
◇誰一人取り残さない災害時の避難体制

強化の課題と今後の取り組みについて
◇公共施設のトイレ整備について
◇住み慣れた地域で安心して暮らし続け

られるまちづくりについて

Ｐ７	 桑澤　直亨 議員
◇学校業務の効率化とプール授業の在り

方について

Ｐ８	 冨山　　豪 議員
◇耕作放棄地、空き家、太陽光施設等の

管理について
◇救急搬送と救急医療について

Ｐ８	 寺門　　勲 議員
◇消防について
◇防災対策について

Ｐ９	 原田　悠嗣 議員
◇瓜連庁舎及び分庁舎問題について
◇道の駅について
◇文化が薫るまちづくりについて

Ｐ９	 小池　正夫 議員
◇地域の活性化について
◇農業が抱える課題について

Ｐ10	 花島　　進 議員
◇市道整備の方針について
◇他の健康保険から国民健康保険への移

行の際の手続き対応について
◇ゴミ収集について

Ｐ10	 小宅　清史 議員
◇市の健康診断について考える
◇小中一貫教育は意味があったのかを考

える
◇観光・まちづくりの拠点について考え

る

Ｐ11	 渡邊　勝巳 議員
◇那珂市地域公共交通計画について

Ｐ11	 遠藤　　実 議員
◇人口急減社会におけるハコモノ行政に

ついて
◇気候変動における市民生活の変化とそ

の対応について
◇生活困窮家庭支援とフードロス対策に

ついて

Ｐ12	 君嶋　寿男 議員
◇那珂市内のスポーツ施設について
◇那珂市の支援事業について

Ｐ12	 榊󠄀原　一和 議員
◇市民協働と防災を潜考する

Ｐ13	 寺門　　厚 議員
◇那珂市に於ける公共事業の進捗状況に

ついて
◇那珂市の観光戦略について
◇重症熱性血小板減少症候群（ＳＦＴＳ）

について

※一般質問の記事は、質問した議員が各自で作成
しており、内容や表現については各議員の文責
において掲載しています。

鈴
木　

明
子 

議
員

他
自
治
体
と
の
情
報
共
有
、

真
夏
の
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

情
報
共
有
を
図
り
、
災
害
に
備
え
ま
す

桑
澤　

直
亨 

議
員

水
泳
授
業
の
合
理
化
を
検
討
す

べ
き
時
期
に
き
て
い
る
の
で
は

当
面
は
現
行
の
形
態
を
維
持
し
た
い

Ｑ　

避
難
所
運
営
の
課
題
は
、

災
害
の
状
況
や
地
域
ご
と
の
違

い
は
あ
っ
て
も
、
共
通
す
る
こ

と
も
多
い
で
す
。
他
自
治
体
と

情
報
共
有
は
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

市
民
生
活
部
長　
カ
ム
チ
ャ 

ツ
カ
半
島
地
震
で
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
後
も
様
々
な
情

報
共
有
を
図
り
、
災
害
に
備
え

ま
す
。

Ｑ　

真
夏
で
の
避
難
の
際
、
熱

中
症
対
策
が
重
要
で
す
。
避
難

所
で
冷
暖
房
設
備
が
整
っ
て
い

る
割
合
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

Ａ　

市
民
生
活
部
長　

避
難
所

全
体
の
約
４
割
程
度
で
す
。

Ｑ　

全
て
の
方
が
安
心
し
て
避

難
で
き
る
よ
う
な
施
設
の
計
画

を
進
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
命
を

守
れ
る
よ
う
、
平
時
か
ら
の
啓

発
も
重
要
で
す
。
も
し
も
の
時

の
た
め
の
、
市
民
へ
の
暑
さ
対

Ｑ　

本
市
の
プ
ー
ル
授
業
に
か

か
る
年
間
維
持
管
理
費
用
の
総

額
は
い
く
ら
で
す
か
。

Ａ　

教
育
部
長　

自
校
の
プ
ー

ル
を
使
用
し
て
い
る
３
つ
の
中

学
校
（
一
中
、
四
中
、
瓜
連

中
）
の
コ
ス
ト
は
、
水
道
代
・

薬
剤
な
ど
合
計
約
１
３
９
万
円

で
す
。
総
合
公
園
な
ど
学
校
外

の
プ
ー
ル
を
使
用
し
て
い
る
残

り
11
校
の
小
中
学
校
の
コ
ス
ト

は
、
バ
ス
代
・
使
用
料
な
ど
合

計
で
１
２
１
６
万
円
で
す
。

Ｑ　

プ
ー
ル
授
業
に
お
け
る
欠

席
率
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

Ａ　

教
育
部
長　

欠
席
し
て
い

る
割
合
は
、小
学
校
が
約
６
％
、

中
学
校
で
は
男
子
が
約
15
％
、

女
子
が
約
35
％
と
な
っ
て
お

り
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て

欠
席
率
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ

り
、
９
年
生
に
な
る
と
男
子
が

策
に
関
す
る
周
知
は
行
っ
て
い

ま
す
か
。

Ａ　

市
民
生
活
部
長　

市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
災
害
時
の
熱
中
症

予
防
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
度
作
成
す
る
防
災

マ
ッ
プ
に
、
暑
さ
対
策
に
つ
い

て
掲
載
し
ま
す
。

Ｑ　

広
報
紙
や
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

な
ど
届
き
や
す
い
媒
体
で
、
暑

く
な
る
前
の
時
期
か
ら
早
め

に
、
効
果
的
な
情
報
提
供
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

市
民
生
活
部
長　

防
災
月

間
に
あ
わ
せ
て
市
の
広
報
に
掲

載
し
て
い
た
の
で
、
今
後
は
暑

く
な
る
前
の
時
期
に
早
め
の
周

知
を
行
い
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
呼

び
か
け
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

約
20
％
、
女
子
に
お
い
て
は
約

45
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

参
加
率
の
高
い
小
学
生
は

実
技
、
中
学
生
は
費
用
対
効
果

や
健
康
面
・
心
理
的
要
因
な
ど

を
考
慮
し
、
座
学
へ
移
行
す
る

と
い
っ
た
プ
ー
ル
授
業
の
抜
本

的
な
見
直
し
を
検
討
し
て
は
い

か
が
で
す
か
。

Ａ　

教
育
部
長　

児
童
生
徒
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
、
安

心
し
て
授
業
に
参
加
で
き
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
い
な
が
ら

参
加
率
を
高
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
、
現
時
点
に
お
い

て
は
中
学
生
を
座
学
へ
全
面
的

に
移
行
す
る
な
ど
、
授
業
の
在

り
方
自
体
を
抜
本
的
に
見
直
す

こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

《質問者　13名》

議
員
の
ひ
と
こ
と

熱
中
症
対
策
と
情
報
発
信
の
強

化
を
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

時
代
や
環
境
の
変
化
に
対
し
、

新
た
な
視
点
で
柔
軟
な
対
応
を
。
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冨
山　

豪 

議
員

学
校
等
か
ら
の
搬
送
後
に
発
生

し
た
選
定
療
養
費
に
補
助
金
を

制
度
の
創
設
に
向
け
準
備
中
で
す

寺
門　

勲 

議
員

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
を
活
用
し
た

防
災
意
識
の
向
上
を

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

Ｑ　

現
在
、
本
市
が
設
置
し
て

い
る
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小
中

学
校
で
児
童
生
徒
が
緊
急
搬
送

後
に
選
定
療
養
費
が
発
生
し
徴

収
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
支
払
い

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

教
育
部
長　

救
急
搬
送
に

緊
急
性
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合

に
は
、
児
童
生
徒
の
保
護
者
に

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

学
校
等
の
教
育
現
場
に
お

い
て
の
救
急
車
の
要
請
は
、
先

生
方
の
判
断
と
な
り
ま
す
。
な

ぜ
呼
ん
だ
、
な
ぜ
呼
ば
な
か
っ

た
、
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
防
止
の
観
点
や
、
ま
た
そ

れ
を
判
断
す
る
先
生
方
の
精
神

的
な
負
担
軽
減
の
た
め
に
も
、

学
校
等
か
ら
の
救
急
搬
送
後
に

選
定
療
養
費
が
発
生
し
た
場

合
、
市
が
全
額
を
補
助
す
る
こ

と
を
お
願
い
し
た
い
が
、
市
の

Ｑ　

大
規
模
災
害
を
想
定
し
た

防
災
訓
練
の
実
施
、
さ
ら
に
は
、

防
災
協
定
先
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
協
力

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
市
民
が

様
々
な
防
災
体
験
が
で
き
る
防

災
フ
ェ
ス
を
開
催
す
る
な
ど
、

市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

市
民
生
活
部
長　

令
和
８

年
度
の
防
災
訓
練
に
つ
い
て

は
、
市
民
が
防
災
や
減
災
に
関

す
る
知
識
や
技
術
を
学
べ
る
訓

練
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
起
震
車
や
防
災
体
験
Ｖ
Ｒ

を
使
用
し
て
の
災
害
疑
似
体

験
、
炊
き
出
し
体
験
な
ど
の
体

験
型
ブ
ー
ス
や
、
特
殊
車
両
、

防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
な
ど
、
で

き
る
限
り
市
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
参
加
意
識
が
高
ま
る

訓
練
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

考
え
を
伺
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

Ａ　

教
育
部
長　

学
校
等
に
お

い
て
救
急
搬
送
の
必
要
が
疑
わ

れ
る
状
況
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
茨
城
県
救
急
電
話
相
談
に

助
言
を
求
め
、
で
き
る
限
り
選

定
療
養
費
が
徴
収
さ
れ
ず
に
済

む
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
電

話
相
談
を
す
る
時
間
的
余
裕
が

な
か
っ
た
場
合
や
、
必
要
が
な

い
と
助
言
を
受
け
て
も
救
急
車

で
な
い
と
病
院
に
搬
送
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
な
ど
も
あ

る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
時
、
躊
躇
せ
ず
救
急
車
を

要
請
で
き
る
よ
う
、
保
護
者
に

対
し
そ
の
費
用
を
補
助
で
き
る

制
度
の
創
設
に
向
け
、
現
在
準

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。

Ｑ　

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
と
い
う

考
え
方
を
活
用
し
た
防
災
意
識

の
向
上
に
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
先
﨑
市
長
の
ご
見

解
を
伺
い
ま
す
。

Ａ　

市
長　

市
民
へ
の
周
知
と

し
て
、
市
防
災
マ
ッ
プ
や
広
報

に
お
い
て
呼
び
か
け
を
し
て
い

る
食
料
の
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

ク
も
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
で
す
。

引
き
続
き
、
災
害
へ
の
備
え

と
と
も
に
、
非
常
時
に
役
立
つ

機
能
を
持
っ
た
も
の
を
普
段
か

ら
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

広
く
市
民
に
周
知
し
、
防
災
意

識
の
向
上
に
努
め
、
安
全
・
安

心
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

原
田　

悠
嗣 

議
員

道
の
駅
に
関
す
る
財
源
は

ど
こ
か
ら
捻
出
す
る
の
で
す
か

一
般
財
源
等
を
想
定
し
て
い
ま
す

小
池　

正
夫 

議
員

第
３
期
総
合
戦
略
の
特
徴
は

地
域
内
の
経
済
循
環
を
促
す
仕
組
み
作
り

Ｑ　

他
の
道
の
駅
で
建
築
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
随
意
契
約
を
結
ん

だ
事
例
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

産
業
部
長　

他
の
道
の
駅

の
事
例
に
つ
い
て
は
分
か
り
か

ね
ま
す
。

Ｑ　

建
設
費
の
償
還
金
６
２
０ 

０
万
円
と
指
定
管
理
料
を
合
わ

せ
る
と
、
道
の
駅
に
関
し
て
15

年
間
は
市
の
財
政
負
担
が
増
え

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
財
源
は
ど
こ
か
ら
捻
出
す
る

の
で
す
か
。

Ａ　

企
画
部
長　

道
の
駅
建
設

に
係
る
市
債
の
元
利
償
還
金
の

財
源
に
つ
い
て
は
、
市
税
や
地

方
交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源
等

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

基
本
計
画
時
点
で
は
指
定

管
理
料
を
支
払
わ
な
い
独
立
採

算
で
の
運
営
が
可
能
と
謳
っ
て

い
た
も
の
が
、
現
在
は
一
部
経

費
を
指
定
管
理
料
で
賄
う
と
い

Ｑ　

現
在
、
国
で
は
人
口
減
少

や
高
齢
化
、
東
京
一
極
集
中
の

課
題
に
向
き
合
い
、
今
後
10
年

間
を
見
据
え
た
新
た
な
地
方
創

生
戦
略
、
地
方
創
生
２
・
０
の

施
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
戦
略
で
は
、
人
口
が
減
少
す

る
と
い
う
事
態
を
正
面
か
ら
受

け
止
め
た
う
え
で
、
限
ら
れ
た

人
材
や
資
源
を
生
か
し
て
、
持

続
可
能
な
社
会
・
経
済
モ
デ
ル

を
構
築
す
る
こ
と
が
大
き
な
柱

と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
の
動
き
を
踏
ま
え
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
具
体
的

な
取
り
組
み
と
な
る
戦
略
を
要

望
し
ま
す
が
、
市
と
し
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

企
画
部
長　

国
の
流
れ
を

受
け
、
市
と
し
て
の
地
方
創
生

の
推
進
は
、「
ひ
と
・
も
の
・

か
ね
」の
好
循
環
を
生
み
出
し
、

市
民
生
活
の
満
足
度
を
向
上
さ

う
話
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

市
長　

道
の
駅
に
は
飲

食
・
物
販
等
の
収
益
部
門
と
ト

イ
レ
や
駐
車
場
、
全
天
候
型
プ

レ
イ
ゾ
ー
ン
等
の
公
益
部
門
が

あ
り
、
公
益
部
門
に
係
る
維
持

管
理
費
は
設
置
者
か
ら
指
定
管

理
者
へ
指
定
管
理
料
と
し
て
支

払
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
基
本
計
画
に
お
け
る

収
支
計
画
は
、
公
益
部
門
に
係

る
維
持
管
理
費
を
含
め
て
試
算

す
る
こ
と
に
よ
る
運
営
の
健
全

性
を
検
証
す
る
に
と
ど
ま
る
も

の
で
、
設
備
の
保
守
・
維
持
管

理
方
針
を
今
後
の
検
討
事
項
と

し
て
整
理
し
て
い
ま
す
。

せ
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
に
な

る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
施
策
の

一
つ
と
し
て
、
新
た
に
整
備
す

る
道
の
駅
で
の
地
元
農
産
物
や

特
産
品
の
販
売
、
観
光
情
報
の

発
信
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
す
る
県
植
物
園
ボ
タ
ニ
カ
ル

リ
ゾ
ー
ト
「
林り

ん

音ね

」
を
活
用
し

た
体
験
型
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

展
開
な
ど
、
地
域
住
民
の
交
流

の
場
、
観
光
客
の
誘
致
の
場
と

し
て
交
流
人
口
、
関
係
人
口
の

拡
大
を
図
る
取
り
組
み
な
ど
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
地
域
内
の
経
済
循
環
を
促
す

仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

※フェーズフリー…災害が起きた時のために準備するのではなく、日常的に使っている
ものを災害時に役立てるという考え方。

議
員
の
ひ
と
こ
と

一
部
の
補
助
で
な
く
、
全
額
補

助
で
の
検
討
を
願
い
ま
す
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
し
て
強
靭

か
つ
し
な
や
か
な
防
災
体
制
を
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

道
の
駅
建
設
が
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
い
て
は
い
け
な
い
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

地
域
の
か
た
と
共
有
し
な
が
ら

実
行
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。
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花
島　

進 

議
員

記
名
不
要
後
の
間
違
っ
た

ゴ
ミ
出
し
へ
の
対
応
に
つ
い
て

啓
発
を
行
い
、
市
が
対
応
し
ま
す

小
宅　

清
史 

議
員

小
中
一
貫
教
育
は

多
様
性
を
阻
害
し
て
い
な
い
か

理
解
は
で
き
ま
す

Ｑ　

執
行
部
は
燃
や
せ
る
ゴ
ミ

の
袋
へ
の
記
名
を
不
要
に
す
る

考
え
と
聞
き
ま
す
。
今
ま
で
は

間
違
っ
た
ゴ
ミ
出
し
が
あ
っ
た

場
合
に
、
名
前
が
書
い
て
あ
れ

ば
、
気
が
つ
い
た
人
が
そ
の
人

に
お
知
ら
せ
で
き
ま
し
た
。
今

後
記
名
が
な
い
と
、
だ
れ
が
出

し
た
か
わ
か
ら
ず
、
周
辺
住
民

が
対
応
に
困
る
こ
と
が
増
え
そ

う
で
す
。

Ｑ　

小
中
一
貫
の
弊
害
の
一
つ

は
、
自
分
の
好
き
な
中
学
校
を

選
択
し
づ
ら
く
な
る
点
で
す
。

例
え
ば
、 

小
学
校
時
代
に
友
人

関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
、
中

学
校
入
学
を
機
に
自
分
が
変
わ

り
た
い
、
そ
の
よ
う
に
思
っ
て

い
る
児
童
が
い
た
と
し
て
も
小

中
一
貫
と
い
う
枠
組
み
の
中
で

は
、
ほ
か
の
選
択
肢
を
選
び
づ

ら
い
環
境
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。
今
の
多
様
性
を
考
え
ま
す

と
、
小
中
一
貫
で
は
な
く
て
中

学
校
は
自
由
に
選
べ
る
よ
う
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

教
育
部
長　

本
市
で
は
、

住
所
に
基
づ
き
通
学
区
域
を
設

定
し
、
指
定
さ
れ
た
学
校
に
就

学
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
に
は
、
保
護
者
の

申
立
て
に
よ
り
学
区
外
の
学
校

Ａ　

市
民
生
活
部
長　

不
適
切

な
投
棄
が
頻
発
し
て
い
る
場
合

や
不
法
投
棄
が
起
き
た
現
場
に

監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る

事
例
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
ゴ
ミ

の
分
別
や
排
出
に
関
す
る
決
ま

り
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
に
周

知
を
行
い
、
そ
れ
で
も
改
善
が

な
さ
れ
な
い
場
合
や
不
適
切
な

ゴ
ミ
出
し
が
日
常
的
に
な
っ
た

場
合
に
は
、
同
様
の
対
応
を
と

る
こ
と
も
あ
る
か
と
考
え
ま
す
。

へ
の
就
学
を
認
め
る
制
度
を
設

け
て
お
り
ま
す
。
議
員
ご
指

摘
の
多
様
性
と
い
う
観
点
か

ら
、
学
校
を
選
択
で
き
る
こ
と

が
有
効
な
手
段
と
な
る
と
い
う

ご
意
見
は
、
一
つ
の
考
え
方
と

し
て
理
解
で
き
ま
す
。
本
市
に

お
い
て
は
、
平
成
27
年
度
か
ら

小
中
一
貫
教
育
を
本
格
的
に
実

施
し
、
昨
年
度
に
は
導
入
か
ら 

10
周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
小
中
一

貫
教
育
で
は
多
く
の
場
面
で
の

成
果
が
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
本
市
の
特
色
あ
る
教
育
施

策
と
し
て
、
引
き
続
き
推
進
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

渡
邊　

勝
巳 

議
員

循
環
バ
ス
の
復
活
な
ど
交
通
弱

者
へ
の
対
策
を
伺
い
ま
す

改
善
や
手
段
の
維
持
確
保
に
努
め
る

遠
藤　

実 

議
員

人
口
急
減
し
更
新
費
用
増
大
の

中
、
ハ
コ
モ
ノ
行
政
は
再
考
を

財
政
の
健
全
化
と
地
域
の
持
続
を
両
立

Ｑ　

ひ
ま
わ
り
タ
ク
シ
ー
の
平

均
乗
車
人
数
は
１
・
１
人
で
、

時
間
帯
に
よ
っ
て
は
運
行
し
な

い
と
き
も
あ
り
ま
す
。
効
率
的

な
運
行
の
た
め
Ａ
Ｉ
配
車
シ
ス

テ
ム
の
導
入
が
必
要
と
考
え
る

が
、
問
題
点
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

建
設
部
長　

財
政
面
を
考

え
る
と
Ａ
Ｉ
配
車
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
事
業
規
模
で
な
く
、

費
用
対
効
果
も
望
め
ま
せ
ん

が
、
状
況
に
変
化
が
あ
れ
ば
検

討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ　

ひ
ま
わ
り
タ
ク
シ
ー
の
利

用
者
の
４
割
は
菅
谷
地
区
の
住

民
で
、
う
ち
６
割
は
菅
谷
地
区

内
で
の
利
用
で
す
。
短
距
離
の

移
動
に
は
割
高
感
を
感
じ
ま

す
。
ひ
ま
わ
り
タ
ク
シ
ー
の
運

行
台
数
を
減
す
れ
ば
、
現
在
と

同
額
の
予
算
で
、
利
用
料
金
が

１
０
０
円
の
菅
谷
地
区
循
環
バ

ス
を
運
行
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

Ｑ　

人
口
急
減
社
会
に
お
い

て
、
那
珂
市
は
２
０
６
０
年
に

は
税
金
を
払
う
生
産
年
齢
人
口

は
約
半
分
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

公
共
施
設
の
固
定
経
費
と
し

て
、
建
設
コ
ス
ト
に
お
い
て
は

年
間
の
予
算
の
９
割
は
新
規
で

は
な
く
更
新
費
用
に
充
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
現

在
検
討
し
て
い
る
道
の
駅
は
、

約
30
億
円
か
け
て
建
設
し
て
、

供
用
開
始
後
は
年
間
約
10
億
円

の
売
上
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ハ
コ
モ
ノ
行
政
は
ひ
と
た

び
造
れ
ば
、
今
後
約
30
年
後
の

大
規
模
改
修
ま
で
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
毎

年
継
続
し
て
黒
字
を
出
し
続
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
当

に
そ
こ
ま
で
責
任
を
持
っ
て
行

政
経
営
し
続
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
、
そ
こ
ま
で
視
野
に
入
れ
て
、

利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
電
子

決
済
や
地
域
通
貨
の
導
入
も
必

要
と
考
え
ま
す
が
、
導
入
へ
の
見

解
と
問
題
点
は
何
か
伺
い
ま
す
。

Ａ　

建
設
部
長　

地
域
通
貨
を

導
入
し
、
電
子
決
済
を
進
め
る

こ
と
で
、
利
便
性
は
向
上
す
る

も
の
の
、
導
入
に
は
全
庁
的
な

取
り
組
み
や
議
論
が
必
要
で
す
。

Ｑ　

市
民
の
足
を
確
保
す
る
の

は
大
き
な
課
題
で
す
が
、
住
ん

で
い
る
地
域
や
環
境
で
求
め
ら

れ
る
手
段
は
異
な
り
ま
す
。
今

後
増
加
す
る
交
通
弱
者
へ
の
対

策
を
伺
い
ま
す
。

Ａ　

市
長　

必
要
に
応
じ
改
善

や
新
た
な
仕
組
み
を
取
り
入

れ
、
日
常
生
活
を
支
え
る
交
通

手
段
の
維
持
確
保
に
努
め
ま
す
。

今
、
政
策
の
優
先
付
け
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
口
急

減
社
会
に
お
け
る
ハ
コ
モ
ノ
行

政
に
対
す
る
考
え
方
は
、
ど
の

よ
う
に
あ
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

市
長　

長
期
的
な
視
野
を

持
っ
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
し
つ
つ
、
財
政
の
健
全
化
と

地
域
の
持
続
可
能
性
を
両
立
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

定
住
人
口
や
関
係
人
口
確
保
へ

の
取
り
組
み
、
道
の
駅
の
整
備

な
ど
地
域
の
経
済
循
環
を
促
す

政
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
那
珂
市
が
将
来
に
わ
た
り

住
み
よ
さ
と
活
力
を
保
っ
た
、

持
続
可
能
な
ま
ち
と
し
て
発
展

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

ゴ
ミ
収
集
方
式
の
変
更
は
、
慎

重
に
進
め
て
ほ
し
い
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

学
区
割
も
含
め
見
直
し
を
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

循
環
バ
ス
の
実
証
実
験
を
行
い
、

移
動
手
段
の
検
討
を
願
い
ま
す
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

長
期
的
な
視
野
で
、今
、市
民
に

何
が
必
要
か
を
提
案
し
て
い
く
。
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君
嶋　

寿
男 

議
員

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管
理

費
削
減
に
ス
ポ
ン
サ
ー
看
板
を

有
意
な
も
の
に
な
る
よ
う
検
討
す
る

寺
門　

厚 

議
員

市
内
観
光
拠
点
の
誘
客
戦
略
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
や
先
進
事
例
を
調
査
対
策

榊󠄀
原　

一
和 

議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
の
中

災
害
対
応
力
を
発
揮
す
る
に
は

若
年
層
の
帰
属
意
識
、
活
性
化
を
図
る

Ｑ　

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
年
間

の
利
用
者
数
と
全
体
の
管
理
費

は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

Ａ　

教
育
部
長　

市
内
す
べ
て

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
者
数

の
合
計
は
、
17
万
１
３
１
０

人
で
あ
り
、
令
和
５
年
度
の

決
算
額
に
お
け
る
管
理
費
は
、

１
億
８
６
９
５
万
２
０
０
０
円

で
す
。

Ｑ　

近
年
の
暑
さ
対
策
と
し
て
、

昨
年
度
は
ア
リ
ー
ナ
の
空
調
の

ボ
イ
ラ
ー
更
新
、
今
年
度
は
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
水
を
ま
い
た
り
ミ

ス
ト
の
使
用
も
行
い
ま
し
た
。

市
の
財
源
だ
け
で
な
く
、
民
間

か
ら
の
運
用
資
金
の
確
保
の
一

つ
と
し
て
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

が
あ
り
、
な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
ｙ
Ｆ

Ｍ
公
園
が
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

年
間
の
金
額
は
い
く
ら
で
す
か
。

ま
た
、
常
陸
大
宮
市
の
市
民
球

Ｑ　

那
珂
市
で
は
、
県
植
物
園

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
道
の
駅
整

備
に
よ
り
年
間
１
０
０
万
人
超

の
来
訪
者
が
見
込
ま
れ
、
市
内

観
光
施
設
へ
の
回
遊
性
向
上
が

急
務
で
す
。
市
は
、
植
物
園
や

道
の
駅
利
用
者
へ
の
市
内
観
光

拠
点
へ
の
誘
客
戦
略
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

産
業
部
長　

植
物
園
の
指

定
管
理
者
と
の
連
携
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
、
国
の
補
助
制
度
を
活
用

し
、
先
進
事
例
を
調
査
し
な
が

ら
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ｑ　

具
体
策
と
し
て
、
周
遊
型

モ
デ
ル
コ
ー
ス
や
体
験
型
コ
ン

テ
ン
ツ
の
創
出
、
デ
ジ
タ
ル
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
街
歩
き
パ
ス

ポ
ー
ト
の
導
入
な
ど
を
提
案
し

ま
す
の
で
検
討
願
い
ま
す
。
ま

た
、
静
神
社
の
歴
史
と
倭
文
織

文
化
を
活
か
し
た
「
倭
文
織
七

夕
ま
つ
り
」
の
開
催
を
提
案
し

Ｑ　

市
民
協
働
の
推
進
に
あ
た

り
、
現
状
課
題
と
今
後
の
方
向

性
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

市
民
生
活
部
長　

時
代
の

変
化
に
合
わ
せ
た
、
そ
の
地
域

に
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
市
民
、
自
治
組
織
、
市
が

協
力
し
て
誰
も
が
住
み
続
け
た

い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

自
主
防
災
組
織
の
活
動
状

況
と
共
同
訓
練
実
施
の
事
例
は

あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

市
民
生
活
部
長　

自
主
防

災
組
織
の
活
動
と
し
て
、
防
災

訓
練
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
防
災

訓
練
の
共
同
で
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
は
、
複
数
の
自
主
防
災

組
織
が
連
携
し
て
の
実
施
や
、

市
の
防
災
訓
練
と
あ
わ
せ
て
実

施
し
て
い
る
実
績
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ　

本
市
の
災
害
に
対
す
る
備

え
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

場
の
例
で
す
が
、
有
料
広
告
看

板
を
設
置
し
広
告
料
と
し
て
月

６
０
０
０
円
で
合
計
２
３
０
万
円

の
収
入
が
あ
り
、
管
理
費
に
使
っ

て
い
ま
す
。
那
珂
市
で
も
ス
ポ
ー

ツ
広
告
看
板
を
体
育
施
設
等
に

取
り
入
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

Ａ　

教
育
部
長　

ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
は
、
年
間
１
８
７
万
円

で
公
園
の
施
設
運
営
に
必
要
な

経
費
に
充
て
て
い
ま
す
。

Ａ　

総
務
部
長　

ス
ポ
ン
サ
ー

の
広
告
の
在
り
方
は
、
施
設
の

性
質
や
公
共
性
を
十
分
に
考
慮

し
、
適
切
な
ル
ー
ル
を
整
備
し

た
う
え
で
、
市
と
広
告
主
の
双

方
に
と
っ
て
効
果
的
で
有
意
な

も
の
に
な
る
よ
う
に
検
討
を
し

て
い
き
ま
す
。

ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

Ａ　

産
業
部
長　
「
倭
文
織
七

夕
ま
つ
り
」
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
市
民
主
体
で
の
取
り
組
み

で
あ
れ
ば
協
力
を
検
討
し
ま
す
。

Ｑ　

那
珂
市
観
光
魅
力
度
の
向

上
に
つ
い
て
、
先
﨑
市
長
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

Ａ　

市
長　

那
珂
市
は
住
み
よ

い
ま
ち
と
し
て
評
価
を
得
て
い

ま
す
が
、
観
光
客
数
で
県
内
低

順
位
を
踏
ま
え
、
知
ら
れ
て
い

な
い
魅
力
あ
る
観
光
施
設
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で

す
。
植
物
園
と
道
の
駅
を
起
爆

剤
に
、
観
光
客
を
逃
す
こ
と
な

く
市
内
観
光
拠
点
へ
誘
導
を
図

り
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
調
査
事
項
と
し
て
「
学
校
給
食
」

に
つ
い
て
調
査
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
市
給
食
セ
ン
タ
ー

や
市
内
小
中
学
校
へ
の
視
察
、
静
岡
県
袋
井
市
、
東
京
都
足
立
区
、

武
蔵
野
市
へ
の
視
察
を
行
い
、
市
内
の
現
状
や
先
進
事
例
に
つ
い
て

学
び
、
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

調
査
を
踏
ま
え
、委
員
会
と
し
て
要
望
す
べ
き
と
こ
ろ
を
精
査
し
、

９
月
22
日
に
、
市
長
、
教
育
長
へ
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

Ａ　

市
民
生
活
部
長　

災
害
の

備
え
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
算
出
し
た
避
難
者
数
約

２
０
０
０
人
を
基
に
、
３
日
分

の
備
蓄
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

市
民
協
働
の
担
い
手
が
高

齢
化
の
中
、
若
年
層
、
外
国
籍
、

障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、
多
様

な
参
画
し
や
す
い
環
境
整
備
の

取
り
組
み
を
お
答
え
下
さ
い
。

Ａ　

市
民
生
活
部
長　

自
治
組

織
運
営
の
多
様
性
は
、
課
題
解

決
と
持
続
的
な
発
展
に
不
可

欠
。「
協
ま
ち
・
カ
フ
ェ
」
の

よ
う
な
参
加
者
意
欲
を
高
め
る

工
夫
を
継
続
し
、
若
年
層
の
帰

属
意
識
に
も
繋
げ
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
れ

る
組
織
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

学
校
給
食
に
つ
い
て

市
長
・
教
育
長
に
要
望
書
提
出

【
要
望
内
容
】

・
地
産
地
消
の
推
進
・
食
材
選

定
の
柔
軟
な
対
応

・
食
育
の
充
実
と
「
楽
し
め
る

給
食
」
へ
の
転
換

・
施
設
の
維
持
管
理
と
将
来
的

な
更
新
計
画

・
給
食
単
価
の
見
直
し
と
保
護

者
負
担
の
軽
減

・
調
理
体
制
の
強
化
と
人
員
配

置
の
適
正
化

議
員
の
ひ
と
こ
と

公
募
型
に
加
え
事
業
者
か
ら
の

提
案
型
制
度
の
導
入
を
望
む
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

植
物
園
や
道
の
駅
利
用
者
の
市

内
観
光
回
遊
戦
略
策
定
を
急
げ
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

縮
退
受
容
し
な
が
ら
、
希
望
を

胸
に
備
え
る
姿
勢
を
未
来
へ
。
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議会活動レポート議会活動レポート
その他

の

水戸農業高校の生徒の皆さんと「道の駅」を
テーマに議員と語ろう会を開催。

20名の生徒が参加し、将来の農業ビジョンに
ついて活発な意見交換を実施しました。

体験農場や収穫体験の整備がされれば参加し
たい、シャインマスカットを出品したい、展示
コーナーや水農産商品の販売をしたいなど、大
変貴重な意見を聞くことができました。

�

本市が整備を計画している「道の駅」につい
て、農業関係者と議員と語ろう会を開催。

農産物のブランド化や生産拡大に向けた取り
組み、後継者問題の解消が道の駅発展に繋がる
との意見が出されました。また、定期的なイベ
ント開催による集客力向上など、農業者ならで
はの貴重な意見を聞くことができました。

学校に行きづらい児童生徒への支援を課題
として、つくば市とのオンライン視察や市内
関係施設の視察を行いました。

つくば市との意見交換では、不登校児童生
徒支援事業における経済的支援策や関係機関
との連携体制の強化について情報を共有し、
多様な学びの選択肢を広げる重要性を再確認
しました。

�　市教育支援センターでは、一人ひとりに応
じた支援や、安心して学べる環境づくりが進
められており、校内フリースクールは、学校
内に居場所を確保しつつ学びの継続を両立さ
せることで学校生活への復帰や社会性の育成
を支えていました。民間施設では柔軟なプロ
グラムで多様なニーズに応えるなど、それぞ
れの特色を生かした支援の形を確認すること
ができました。

女性消防分団の皆さんと「分団活動で感じる
こと」をテーマに議員と語ろう会を開催。

発足から16年を迎える中、コロナ禍で活動が
一時縮小したものの、救命講習会の実施や寸劇
への挑戦など防災意識の向上のために尽力され
ています。「こうした活動を広く知ってもらい
たい」との声も寄せられ、女性消防分団の存在
意義と役割を改めて実感する場となりました。

�
「公共施設の将来の在り方」に基づき、菅谷

保育所・シルバー人材センター・ひだまり・す
まいる・市営住宅３か所（菅谷地区）の現状視
察を実施。老朽化や活用状況の差を再認識する
とともに、効率化と市民サービス維持の両立が
課題であると感じました。

これまでの市内外視察を踏まえ、委員会での
議論を深め、提言をまとめていきます。

石巻市と女川原子力発電所を視察しまし
た。石巻市では震災を教訓にした防災対策を
伺いました。また女川原発視察日に、カムチャ
ツカ半島地震が発生。津波警報が発令された
ことにより予定していた見学は途中で中止さ
れ、実際に避難・待機を体験しました。

平時には気付きにくい不安や緊迫感を肌で
感じられたことは、本市の原子力安全対策を
改めて考える貴重な経験となりました。

議会運営委員会と広報編集委員会の合同
で、鶴ヶ島市とふじみ野市を研修視察しまし
た。子どもの声を施策に反映する「子ども議
会」や、幅広い世代に議会を身近に感じても
らう工夫を学びました。

また、ハラスメント防止を含む「政治倫理
条例」の取り組みや、本会議・委員会のライ
ブ配信の考え方について伺い、今後の情報発
信の在り方を考える大切な機会となりまし
た。

【 7 ／ 1 水戸農業高校の生徒と意見交換】

【 7 ／31つくば市オンライン視察】

【 8 ／ 7 ， 8 埼玉県鶴ヶ島市・ふじみ野市視察】

【 7 ／10女性消防分団と意見交換】

【 8 ／28農業関係者と意見交換】

【 8 ／18那珂二中校内フリースクール視察】

【 7 ／29，30宮城県石巻市 ・ 女川原発視察】

【 ８ ／20市内公共施設の視察】
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議会を傍聴しませんか

自由に見たり、聴いたりできるんです

2025.11.4　
Vol.87

な
か
議
会
だ
よ
り

な
か
議
会
だ
よ
り

秋
は
お
い
し
い
も
の
が

い
っ
ぱ
い
の
季
節
。
新
米
に

栗
、
サ
ツ
マ
イ
モ
…
自
然
と

食
欲
も
わ
い
て
き
ま
す
。
今

年
は
【
政
治
の
実
り
】
に
も

目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

選
挙
や
政
策
の
話
題
が
続
く

中
、「
選
ぶ
力
」
が
大
切
に

な
っ
て
い
ま
す
。
旬
の
味
覚

を
楽
し
み
な
が
ら
、
社
会
の

こ
と
も
ち
ょ
っ
と
か
じ
っ
て

み
る
の
も
い
い
か
も
。
家
族

で
囲
む
食
卓
は
、
い
ち
ば
ん

小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
。
民

主
主
義
の
は
じ
ま
り
。
味
わ

い
と
会
話
、
ど
ち
ら
も
深
ま

る
秋
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

�

榊󠄀
原
　
一
和

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長
　
榊
原
　
一
和

副
委
員
長
　
寺
門
　
　
勲

委

員
　
桑
澤
　
直
亨

委

員
　
原
田
　
悠
嗣

委

員
　
鈴
木
　
明
子

委

員
　
冨
山
　
　
豪

日 月 火 水 木 金 土

本会議
（開会）

本会議 本会議
（一般質問） （一般質問など）

総務生活 産業建設 教育厚生 原子力安全対策
常任委員会 常任委員会 常任委員会 常任委員会

議会運営委員会 本会議
全員協議会 （閉会）

※会議は、原則として午前10時開会です。

●本会議の受付所　市役所３階傍聴席前

●各委員会の受付所　市役所２階全員協議会室前

●受付簿に年代及びお住いの地域を記入してから入室

●本会議、臨時会の様子を

ライブ配信しています。

お手持ちのスマートフォ

ンやパソコンで視聴でき

ます。

傍 聴 方 法

●12月定例会での審議を希望される場合には、 

11月21日（金）午後５時までに議会事務局へ提出して

ください。

請願・陳情の提出

議会映像視聴方法

那珂市議会公式ＳＮＳ

令和７年12月定例会日程（案）

11/30 12/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27
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